別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：工鉱業振興費
	事業名: 商工労働部政策検討調整費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部　商工政策課　政策企画係　電話番号：058-272-1111（内3045）

　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,800千円（前年度予算額：1,400千円）

	要求内容


	１　要求の内容


県経済の急激な変動時に、県内経済団体の代表者等から、各界の景気動向、課題、県の産業施策の方向性などについて率直な意見を伺う「有識者会議」を開催する。

また、ビジネス界で活躍する女性の掘り起こしと働く女性同士の交流を目的とした「ぎふ輝く女性ネットワーク」の会合を開催するとともに、本ネットワークの活動をフォローアップする「ぎふ女性経営者懇談会」を開催する。

その他、県内中小企業や中小企業で働くことの魅力を研究する岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」を開催する。
　(1)有識者会議の開催
  　　・県内経済団体、産業界及び労働界の代表者等（５名程度）で構成。
　　　・県経済の動向や産業施策の実施状況を踏まえ、課題の解決や新たな対策の必要
性について議論。
　(2)「ぎふ輝く女性ネットワーク」・「ぎふ女性経営者懇談会」の開催
・２２年１０月に岐阜市で開催された「第１回ＡＰＥＣ女性起業家サミット」を契機に、岐阜県版女性起業家サミットともいうべき「ぎふ女性経営者懇談会」を２３年３月末に設立し、１０回にわたり、企業等における女性の活躍促進などを議論。
・「ぎふ女性経営者懇談会」からいただいた平成２４年１月の提言の、“女性の活躍を促進するためには見習うべきお手本となるべき女性－「ロールモデル」を掘り起こして広く紹介し、働く女性同士の交流機会を作ることが重要”とのご意見を踏まえ、それを具体化する取組みとして、同懇談会のメンバーを核に「ぎふ輝く女性ネットワーク」を結成。（結成時会員数：１０５名）。
・「ぎふ輝く女性ネットワーク」では、全国で活躍する女性を招いた講演会や、会員によるパネルディスカション、交流会を組み合わせた会合を年３回程度開催。２５年度は、県内で働く女性のロールモデルの幅を広げるため、全国の活躍する女性との交流に重点をおいた活動を展開。

・「ぎふ女性経営者懇談会」については、２４年度から「ぎふ輝く女性ネットワーク」の推進母体として新たに位置づけて、ネットワークの活動をフォローアップ。

　(3)岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」の開催
・岐阜大学と連携して、地元企業経営者によるリレー講義や、企業への訪問取材、ワークショップを組み合わせた教育プログラムを実施。（岐阜大学の集中講義として実施。）

	２　所要経費


　(1)有識者会議の開催
　　　【事業費】１３１千円
　　　　・報償費：105千円（出席者謝金：10,500円×5名×2回）
　　　　・旅費　：  9千円（費用弁償）　ほか
　(2)「ぎふ輝く女性ネットワーク」・「ぎふ女性経営者懇談会」の開催
　　　【事業費】１，５５５千円
　　　　・報償費：828千円（登壇者謝金：276,000円(17名分)×3回）

・旅費　：248千円（費用弁償、業務旅費）
　　　　・使用料：362千円（会場使用料）　ほか
　(3)岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」の開催
　　　【事業費】１１４千円
　　　　・報償費：63千円（講師謝金：10,500円×6名）

　　　　・旅費　：44千円（費用弁償、業務旅費）　ほか
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,400

	要求額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
（１）有識者会議
　　　県経済の急激な変動時に、県内経済団体の代表者等からなる有識者会議を開催することにより、県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業施策の立案に繋げます。
（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

県内で働く女性のロールモデル（見習うべきお手本）になる女性の発掘と交流の場を提供することにより、ビジネスシーンにおけるさらなる女性の活躍やリーダー育成の促進を図ります。
（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

　　　岐阜大学と連携して、地元企業経営者によるリレー講義や、企業への訪問取材、ワークショップを組み合わせた教育プログラムを実施することにより、就職を控えた大学生に、県内の中小企業や中小企業で働くことの魅力を伝え、将来の県内企業を担う人材を育てます。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ぎふ輝く女性ネットワーク会員数
	（H  ）
	（H　）
	（H  ）
	105人
（H24）
	130人
（H25）
	80.1％


	連携講座受講者数
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	 10人

（H24）
	 20人
（H25）
	50.0％



○指標を設定することができない場合の理由
	（１）有識者会議
　　　有識者会議は、必要の都度開催されるものであり、事業目標の達成度を定量的な指標で表すことができないため。



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）有識者会議

・H24.10月末現在、開催実績なし

（県経済の急激な変動にあわせて随時開催予定）
（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

　　【ぎふ輝く女性ネットワーク】

・H24. 7.13　第1回会合をソフトピアにおいて開催（参加者数：約100名）

・H24.12. 3　第2回会合をじゅうろくプラザにおいて開催（予定）

・H25. 2.12　第3回会合をじゅうろくプラザにおいて開催（予定）

             （日本まんなか共和国・女性経営者サミットと併催）

【ぎふ女性経営者懇談会】
・H25. 3 ぎふ輝く女性ネットワークの年間活動を総括する懇談会を開催（予定）

（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

･平成２４年度は、緊急雇用創出基金を活用して、岐阜大学生を対象に、地元企業経営者によるリレー講座や、企業への訪問取材、企業紹介雑誌の作成を組み合わせた教育プログラム（「中小企業魅力発信事業」）を実施。



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
（１）有識者会議

平成２４年１０月末現在、開催実績はないが、県経済に急激な変動があれば、随時開催する予定である。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
平成２４年７月に結成した「ぎふ輝く女性ネットワーク」の会合には、毎回１００名を超える参加者があり、本ネットワークが、県内で働く女性同士の交流と研鑽の場となった。
（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

平成２４年度実施した中小企業魅力発信事業（緊急雇用創出基金事業）では、県内外の約３０名（うち岐阜大学の講座受講生１０名）の大学生が記者となって、県内の優れた中小企業約３０社を取材し、雑誌の作成・配付等を通して、県内の中小企業や中小企業で働くことの魅力を、就職を控えた大学生等に広く紹介する。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	（１）有識者会議

長引く円高や、海外経済の減速、さらにはエコカー補助金の終了等の影響により、県経済の回復ペースは減速しつつあり、雇用面においても、依然として厳しい状況が続いていることから、今後も県経済の急激な変動にあわせて随時開催する必要がある。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
県内の中小企業の中には、ロールモデルとなる女性が数少ないことから、県が、業種や地域の壁を越えて、働く女性のネットワークを作り、交流と研鑽の場を提供することが必要である。
（3） 岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

県内の優れた企業の魅力が就職を控えた若者に伝わっていないことが、雇用のミスマッチを引き起こす要因の一つになっていることから、ミスマッチ解消のため、若者に県内企業や中小企業で働くことの魅力を伝える教育プログラムを実施する必要がある。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	（１）有識者会議

県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業政策の立案を行うためには、行政関係者だけでなく、県内経済団体の代表者等の有識者を招聘して会議を開催するのが有効である。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
会合において、参加者による活発な意見交換がなされただけでなく、会合をきっかけにして、会員相互の交流も生まれ、会員の企業同士の取引につながったケースもあった。
（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

平成２４年度に実施した中小企業魅力発信事業（緊急雇用創出基金事業）では、大企業や大都市への就職志向の強い大学生に、県内企業・中小企業への就職という新たな選択肢を与えることができる。また、学生目線から、地場産業・中小企業の新たな魅力を発信することができる。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	（１）有識者会議

定例開催ではなく、県経済の急激な変動にあわせて随時開催することとしている。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
県内で働く女性のロールモデルとなる女性の発掘と交流の場となる「ぎふ輝く女性ネットワーク」を新たに結成するとともに、「ぎふ女性経営者懇談会」をネットワークの推進母体として新たに位置づけ、役割分担しながら両組織を運営している。
（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

　　　事業の実施に当たっては、平成２４年度の中小企業魅力発信事業（緊急雇用創出基金事業）の内容を見直し、経費の節減を図る。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
（１）有識者会議

県経済の先行きが不透明であることから、今後も県経済の急激な変動にあわせて随時開催する必要がある。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会
県内で働く女性のロールモデルの幅を広げるため、県内だけでなく、全国の活躍する女性との交流を促進する必要がある。
（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

　　　中小企業魅力発信事業（緊急雇用創出基金事業）が平成２４年度末で終了することから、新たなスキームで事業を実施する必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
（１）有識者会議

県内の景気動向を的確に把握し、効果的な産業政策を立案するため、今後も県経済の急激な変動にあわせて随時開催する。

（２）ぎふ輝く女性ネットワーク・ぎふ女性経営者懇談会

県内で働く女性のロールモデルの幅を広げるため、全国の活躍する女性との交流に重点をおいた活動を展開する。

（３）岐阜県・岐阜大学連携講座「県内企業研究」

　　　平成２４年度の中小企業魅力発信事業（緊急雇用創出基金事業）の内容を見直した上で、継続実施する。


